
〜思春期の心の悩みと病〜

「小学 5 年生の男の子。親の言うことを聞かず、約束
を守りません。何度も怒ってやっと宿題に取りかかり
ます。門限も守りません。どうしたらよいでしょう。」

　まずふたつのことを確認しておきたいと思います。

　ひとつは、「ルールを守る力」は「言うことを聞く力」ではなく、「自分で決めて実行する力」

（「自律の力」といいます）であるということ。もうひとつは、子どもが10歳になるころから、

「ルール」に関して親が果たすべき役割が大きく変わるということ。

　それでは「自分で決めて実行する力」は、どのように育まれるのでしょうか。

「自分でできるようになるのを待ってもらうこと」によってです。

無理やり子どもを机に座らせて宿題が終わるまで親が見張っていると、宿題はできあがりま

すが、やがて子どもが自分でできるようにはなりませんね。試行錯誤しながらできるようにな

るのを「待ってもらった」子どもだけが自分でできるようになるのです。

　もうひとつ、子どもは10歳頃に何が変わるのでしょうか。それ以前とどう違うのでしょう。

この頃の子どもは「ルールはわかっている」のです。「わかっているけどやらない」のです。とく

に押しつけられたと感じる時には。なぜでしょうか。「自分でできる」という感覚と誇りを傷つ

けられたと感じるからです。ですから、子どもが10歳頃から以降は、ルールに関しての親の

役割は次のようになります。

❶	ルールが守れない現状について「心配していること」を伝える（決して「責めない」ことがポ
イント）。

❷	子どもの言い分を聞く（どれだけ「徹底的に聞けるか」がポイント）。

❸	親の言い分を伝える（「子どもの言い分を聞いてから」がポイント）。

❹	その上で、どのようにしていくか目標を“ 子どもに” 決めさせる。
　しかし子どもが決められない、あるいは決めても、それでも守れないときは？ 
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